



























Study on the Difference Between“柔和”and“温柔”
Ritsuko HOSAKA*
（3）她（柔和／温柔）地劝她听大家的意见。（彼
女は彼にみんなの意見を聞くように優しく
言って聞かせた）
　中国語に限らず、外国語学習では初級段階に
おいては、教科書の例文、辞書の訳語などを頼
りに学習を進める。しかし、実際の言語生活で
は、辞書の例文が「すっ」と通じるとは限らな
い。辞書に挙げられているようなごく短い、会
話の一部分のような例文やフレーズ等は、それ
だけを取り出して眺めれば、確かに自然で正し
い文やフレーズであっても、実際の生活場面で
は、その場に相応しい語としては一方しか使え
ないことが多々あるからである。そのため、２
つの語が互換可能な例を学習することに終始し、
両者の差異やニュアンスの違いに気づく機会を
持たずに学習が続けば、２つの語は「優しい」
という同義語であるとの理解が定着してしまい、
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その結果、当該語句を使った作文練習や中国人
との会話場面で正しくニュアンスが伝わらず
「間違え」て、当惑することもおこるだろう。
そこで初めて、２つの語が同じ日本語訳「優し
い」であっても、実際の言語生活ではどちらの
語も使用でき、かつ同義である場合は少ないこ
とに思い到るだろう。さらに、両者が同じよう
な意味で使用されているように見える場合でも
重点の置かれ方が異なり、どちらを使うかで
ニュアンスが異なることにも気づくだろう。
　中国語を正しく理解し、良好なコミュニケー
ションを可能にするためには、２つの語がもつ
互換可能な意味を学ぶだけでなく、むしろ互換
できない使用場面を多く知り、両者の差異を探
ることを通じ、それぞれの語の持つニュアンス
を理解することが、入門期以降の学習には有益
であると筆者は考える。本稿は２つの語の特徴
を語義、使用場面から考察し、中国語での良好
な意思伝達、コミュニケーションの資とするこ
とを目指すものである。
１．中国ではどう説明されているか─《现代汉
语词典》2）の記述
　先に挙げた（1）～（3）では、“柔和”と“温柔”
にはともに「優しい」という意味を持つ日本語
訳を付けた。そして、いずれの場合でも自然な
中国語であると述べたが、実際はある程度の前
後の文脈がなければ、そのニュアンスの違いは
短い日本語訳の中に表すことは難しい。逆に短
いがゆえに、日本語訳では同じになってしまう
ことも否めない。
　ここでは、まず中国語では２つの語がどのよ
うに記述されているのか見ておく。中国におい
て最も規範的な中国語辞書《现代汉语词典》で
は２つの語は、次のようにごく簡潔に記述され
ている。
　“柔和”：温和而不强烈（温和で強烈でない）
　　用例としては次の２つが挙げられている。
　　　声音柔和（声が優しい）
　　　光线柔和（光線が優しい）
　“温柔”：温和柔顺（多形容女性）（温和で物
柔らかである、多く女性を形容する）
　　こちらも２つの用例が挙げられている。
　　　性格温柔（性格が優しい）
　　　温柔的少女（優しい少女）
　《现代汉语词典》に挙げられている２つの語
の用例は、ともに「優しい」、「穏やかである」
と訳出することができる。辞書の記述からは“柔
和”は「温和で強烈でない」という意味から、
日本語訳「優しい」、「穏やかである」が導かれ、
“温柔”は「温和で物柔らかである」という意
味から、日本語訳「優しい」、「穏やかである」
が導かれることが理解できる。また《现代汉语
词典》の記述から両者の意味の違いを挙げるな
らば、“柔和”は“不强烈”「強烈でない」こと、
“柔和”は“柔顺”「従順である、物柔らかであ
る」ことにあり、また“温柔”は女性の形容を
主とする語のように理解できる。しかし、辞書
の用例にあるようなごく短い文、フレーズから
日本語に訳す場合、そのような細かな説明的な
表現はできず、結局のところ「優しい」となっ
てしまう。では両者の「優しさの」違いは、「強
烈でない」ことと「従順である」という日本語
にどこかで頼らなければ弁別できないのだろう
か。
２．辞書の用例の考察
　ここでは、日本人中国語学習者の多くが手に
するであろう辞書3）にはどのような用例が挙げ
られているか見てみてみたい。辞書に多く挙げ
られている「優しい」を意味する２つの語の用
例は大きく次のように分類できる。
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①　人の声や音声
　人の声や音声が「優しい」、「穏やかである」
という場合。
　“柔和”
　　声音～。（声が優しい）
　　他的声音很～。（彼の声は穏やかである）
　　她的声音～动听。（彼女の声は優しく、そ
して人を引き付ける）
　　她的声音变得～起来了。（彼女の声が優し
く変わってきた）
　“温柔”
　　她说话的声音特别～。（彼女の話す声はと
ても優しい）
　　她从容地说话着、声音又～自信。（彼女は
ゆったりと話し、声は優しく自信にあふれ
ている）
②　口調、言葉、まなざし
　人の口調や、言葉、まなざしなどが「優しい」、
「穏やかである」という場合。
　“柔和”
　　她的语调很～。（彼女の口調はソフトである）
　　说话～。（話すのが優しい）
　　～的话语。（優しい言葉）
　　他十分～地回答说。（彼はとても穏やかに
答えて言った）
　　～的目光。（優しい眼差し）
　“温柔”
　　～劝大家听她的话。（優しくみんなに彼女
の話を聞くように言った）
　　～的目光。（優しい眼差し）
③　性格
　人の性格が「優しい」、「穏やかである」とい
う場合。
　“柔和”
　　他性情很～。（彼は性格が穏やかだ）
　　他太太脾气～极了。（彼の奥さんは気立て
がとてもよい）
　“温柔”
　　性格～。（性格が優しい）
　　性情～。（性格が穏やかだ）
　　她是个性格～，聪明美丽的女孩儿。（彼女
は性格が優しく、聡明で美しい女の子だ）
④　色、光線、風など
　色彩や光線、風などが「優しい」、「穏やかで
ある」という場合。
　“柔和”
　　颜色～。（色が優しい）
　　色调～。（色合いが優しい）
　　新房的灯光很～。（新婚夫婦の部屋のあか
りは穏やかである）
　　～的阳光。（優しい陽光）
　　光线～。（光線が優しい）
　“温柔”
　　～的阳光。（優しい陽光）
　　春风～。（春風が優しい）
３．「人が情愛を持って優しい」“温柔”─人の
優しさ
　実は、第２章で挙げた辞書の用例は、“柔和”、
“温柔”がともに「優しい」という意味で互換
可能なものばかりである。もしかすると、その
ために２つの語は同義であるように思われてし
まい、①、②、③の性格や口調といった人にか
かわる用例から、一見「人が」優しいことも表
すように誤って理解されてしまうかもしれない。
しかし、上記の中には挙げられていない意味分
類がある。それは「人自身」、「人そのもの」が
「優しい」ことである。なぜなら「人そのもの」
が優しいことは“柔和”は表せないからである。
「人自身」、「人そのもの」が優しいことを表せ
るのは“温柔”だけである。
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　“温柔”は人が対象への ｢情愛を持っていて
｣「優しい｣ ことに意味の重点があり、主語と
して「情愛の心を持つ人」をとることができる。
人の声や、口調、性格が「優しい」と表現する
のではなく、人そのものを主語として「優しい」
という表す場合、「優しい人」や「穏やかな人」
のように人自身が「優しい」と表現する場合に
は、“温柔”を使い、“柔和”は使えないのであ
る。以下の例を見てみよう。いずれも“温柔”
を“柔和”に言い換えることはできない。
（4）温柔（／＊４）柔和）的女性 （優しい女性）
（5）姑娘很温柔（／＊柔和）。（お嬢さんは優し
い）
（6）他对妻子很温柔（／＊柔和）。（彼は奥さん
にとても優しい）
（7）温柔（／＊柔和）的母亲最美。（優しい母
親が一番素晴らしい）
（8）温柔（／＊柔和）的人不会碰伤人、也不容
易被人碰伤。（優しい人は人を傷つけることは
ないし、人に傷つけられにくい）
（9）她想要找温柔（／＊柔和）的人结婚。（彼
女は優しい人を見つけて結婚したいと思って
いる）
（10）他最近变得温柔（／＊柔和）起来了。（彼
は近ごろ優しくなってきた）
（11）这位姑娘很温柔（／＊柔和）、从来没见过
他发火。（このお嬢さんはとても穏やかで、
これまで怒ったのを見たことがない）
（12）温柔（／＊柔和）女人用微笑的力量、去
关照身边每一个人、去感化需要帮助的人、去
影响情感困惑的人。（優しい女性は微笑みの
力で、周りの人々をもてなし、助けの必要な
人に尽くし、戸惑っている人を癒そうとする）
　一般に、辞書は限りある紙面に基本的意味を
表す用例を収めている。したがって、意味的な
記述が優先され、文法的説明に十分なスペース
を割けるわけではない。そのため“温柔”がと
る主語についても、特に言及している記述はな
い。“温柔”と“柔和”の違いの正確な理解の
ためには、人自身について「優しい」と言える
“温柔”と、人自身を指しては「優しい」とい
う意味で使えない“柔和”の表す「優しい」、「穏
やかである」とを対比し用法の違いに注意を促
す必要がある。
４．「人に心地よく感じさせて」優しい“柔和” 
　“温柔”が人自身を指して「優しい」と言え
るのに対し、人ではないモノが「穏やかである」、
「心地よく感じさせて優しい」という場合には、
“柔和”を用い“温柔”を用いて表すことはで
きない。“柔和”は、「激しくなく、穏やかであ
る」ことから、人に心地よいと感じさせて「優
しい」ことを表す点に、その意味の重点がある。
もちろん「心地よい」と感じとる受け手の存在
が前提である。
（13）柔和（／＊温柔）的绿色。（柔らかな感じ
の緑色）
（14）柔和（／＊温柔）的咖喱风味。（マイルド
なカレー風味）
（15）柔和（／＊温柔）防晒露。（マイルド日焼
け止めローション）
（16）柔和（／＊温柔）的音乐。（心地よい音楽）
（17）柔和（／＊温柔）的酱香酒。（マイルドな
醤香酒）
（18）拍摄柔和（／＊温柔）效果的照片。（ソフ
ト効果の写真を撮影する）
（19）书房里光线很柔和（／＊温柔）。（書斎の
中は明かりが優しい）
　（13）ではビビッドな緑ではなく、ふんわりと
して見る人の目に優しい色合いを表す。（14）は
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辛さがほどほどマイルドな、それを食する人の
嗜好に合ったものであることを意味する。また
（15）は、刺激が少なく「お肌に優しい」使用感
であることを表す。（16）は聴いていて少しも耳
障りにならない、むしろ心地よい環境音楽など
であるだろう。（17）の“酱香酒”は強いことで
有名な、アルコール度数の高いマオタイ酒の一
種で口当たりのよいものであろう。さらに（18）
ではシャープネスが低く、ソフトフォーカスで
あることを表す。（19）は読書や勉強するのに適
した影のできないような明かりだったり、間接
照明だったりするのだろう。これらに共通する
「優しい」は《现代汉语词典》でいう「強烈で
ない」という共通項を持つことは確かであるが、
辞書の記述には、その「強烈でない」ことにつ
いて、人以外の事象や「モノ」について言う、
ということは記述されていない。
　“柔和”が人に関して「優しい」という意味
で使えるのは、人そのものではなく、（1）～（3）
や第２章①、②、③に挙げたようにその声や口
調、まなざし、態度などが「人に心地よいと感
じさせて」優しい、と言う場合に限られる。教
学の場ではこの“柔和”のもつ“温柔”との違
いを意識して指導することが大切であろう。
５．モノでも“温柔”が使える場合
　第３章では、人自身について「優しい」とい
う場合には“温柔”を用いると述べたが、では
人以外のモノについては“温柔”を使うことは
できないのか、というと実は必ずしもそうでは
ない。モノであっても「優しい心を持つ」と見
立てが可能であれば、以下のように“温柔”を
用いることができる。次の（20）～（25）で見てみ
よう。
（20）冬天温柔的阳光亲吻着她的脸庞。（冬の優
しい陽光が彼女のほほにキスしている）
　ここでは、頬にキスをしているのは“阳光”
であるから、陽光が「優しい心を持つ」人との
見立てがされて擬人化されていることは明白で
あり、「優しい」には“温柔”が使われている。
　また、よく“温柔”は自然事象について用い
られることも多い。山や海、川や湖、そこに吹
く風や注ぐ光など自然の変化は「（優しい）心
を持つ」と見立てられやすいため、と考えると
理解しやすいのではないだろうか。
（21）夜风，温柔地吹着，带来了旷野里泥土的
香气。（夜風が優しく吹き、荒野に土のにお
いを運んできた）
（22）月光下的淀山湖变得特别温柔平静。（月光
の下の淀山湖は特別穏やかで優しく静かに
なった）
ここで先に、互換可能とした以下の例をもう一
度見てみよう。
（23）光线（柔和／温柔）。（光線が優しい）
（24）（柔和／温柔）的春风。（優しい春風）
（25）冬天（柔和／温柔）的阳光。（冬の穏やか
な陽光）
　すでに述べてきたが、これらの用例には互換
可能であってもニュアンスの違いがあることが
分かるであろう。（23）～（25）で“柔和”を用い
た場合には、光線や春風、陽光が「強烈でなく、
穏やかで」優しい、というニュアンスであるの
に対し、“温柔”を用いた場合には、光線や春風、
陽光が「情愛を持って、慈母のように、包み込
むように」優しい、というニュアンスを持つ。“柔
和”では「強烈ではない」こと表すのに対し、“温
柔”では光線や春風、陽光が「心を持つもの」
として擬人化されていると考えれば分かりやす
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い。次の（26）“暖意”も「心を持つもの」である。
（26）温文尔雅的毛线裙、为渐凉的天气增加温
柔的暖意（上品な毛糸のスカートは、だんだ
ん涼しくなる天気に優しい温もりをもたらし
てくれる）
　また、次の「うそ」や「誘惑」のように、そ
れを発する「心を持つ人」が意識される場合も
“温柔”が使われる。
（27）温柔的谎言。（優しいうそ）
（28）温柔的诱惑。（優しい誘惑）
６．「優しい」は女性専用か？
　第１章ですでに述べたように、“温柔”は辞
書によく「女性の優しさに言うことが多い」と
記されている。日本でも「優しい」、は女性の
専売特許のように思われてきたふしもあるが、
現代では「優しい」男性も多い。男性が優しい
のはプラスイメージでこそあれ、決してマイナ
スイメージではない。現代では男性が「優しい」
ことは、男らしさと相容れないものではなく、
むしろ褒め言葉であると言ってもよい。その証
拠に、先に第３章で挙げた次の用例のように、
男性の形容に“温柔”が使われることも少なく
ない。
（6）他对妻子很温柔。（彼は奥さんにとても優
しい）
（9）她想要找温柔的人结婚。（彼女は優しい人
を見つけて結婚したいと思っている）
（10）他最近变得温柔起来了。（彼は近ごろ優し
くなってきた）
　上記３つの例には、“他”や“温柔的人”で
表されている男性の年齢を示すものはないが、
おそらく若者から中高年までの年齢幅の中に納
まると思われる。また、次のように男性のおよ
その年齢が推測できる用例もある。
（29）鼓二小二年二班的翁昕妤和一年八班的潘
江翰不约而同地说道 :“习爷爷看起来很温柔，
他一定是个很好很好的人。”（鼓二小の２年２
組の翁昕妤と１年８組の潘江翰は期せずして
同時に言った。「習おじいさんは見たところ
とっても優しいよ、きっとすごくすごく良い
人だよ」）
（30）佩戴时尚眼镜的刘恺威温柔绅士气质十足。
（流行の眼鏡をかけた劉愷威は優しい紳士の
風格に満ち満ちている）
　（29）では、小学生の子供たちがおじいさんを
評して“温柔”と言い、そのあとに「すごくす
ごく良い人」と続けている。また（30）では俳優
の劉愷威が、ある眼鏡ブランドのキャンペーン
で眼鏡をかけた姿を「優しい紳士の風格に満ち
満ちている」と評したものである。これらの例
からも“温柔”は老若を問わずに、男性のプラ
ス評価として使われることが理解でき、“温柔”
が女性の専売特許でなないことは明らかである。
７．「柔らかい」─“柔和”のみが持つ意味
　“柔和”には、これまで取り上げてきた人の
声や音声、口調、態度や性格、色や光線、風な
ど以外に、直接触れることが可能なモノが「柔
らかい」、「ソフトである」という意味を持つ。“温
柔”にはこの用法がない。
（31）手感柔和（／＊温柔）。（手触りが柔らかい）
（32）这块布料摸起来感觉很柔和（／＊温柔）。（こ
の布は触ってみるととても柔らかい）
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８．結び
　本稿では日本語で「優しい」、「穏やかである」
という意味を持つ中国語“柔和”と“温柔”に
ついて考察した。まず第１章では、中国におい
てもっとも規範的な《现代汉语词典》での記述
について考察した。第２章では中国語学習者が
手にすることの多い辞書に挙げられている２つ
の語の用例の表す「優しい」について分類し、
考察した。第３章では “温柔”が表す「優しい」
の意味の重点がどこにあるかを考察した。第４
章では“柔和”が表す「優しい」の意味の重点
がどこにあるかを考察した。第５章では、人以
外の形容に “温柔”が使用可能な場合について
考察した。第６章では、女性の形容に多用され
るといわれる“温柔”が、男性についても使用
される場面について考察した。第７章では“柔
和”のみが持つ用法を紹介した。
　以上から、“柔和”と“温柔”の２つの語は
同義のように思われがちであるが、両者の違い
は、“温柔”は「人が情愛をもっていて優しい」
ことに意味の重点があること、一方“柔和”は
「激しくなく、穏やかである」ことから「人に
心地よく感じさせる」ことに意味の重点があり、
人に関して“柔和”が使えるのは、人そのもの
ではなく、声や口調、眼差しや態度などを言う
場合に限られることを明らかにした。また、人
以外のモノであっても、「心を持つ」と見立て
が可能な場合には、“温柔”が使えることも明
らかにした。“温柔”は「情愛をもって」とい
うことからか、従来は女性の優しさについての
形容に多用されていたようだが、昨今では老若
を問わず、男性の優しさの形容としても用いら
れ、それがプラスイメージを持つことも合わせ
て明らかにした。
　今後、中国語での良好なコミュニケーション
の資とするため、本稿で明らかにした点を教学
の場で適切に指導していきたい。また、本稿で
取り上げた２つの語以外の「優しい」を表す類
義語にも考察範囲を広げて研究を進めていきた
い。
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【注】
（1）以下訳は筆者による。
（2）1978年、商務印書館により刊行された《现
代汉语词典》は、極めて広範な読者層に愛用
され、2012年までに５回も版を改め、発行さ
れた当代中国における最も権威的な中型中国
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語辞書である。
（3）いずれも参考文献に挙げている辞書からの
引用。一部ネットから利用もある。
（4）＊はその語は使用できないことを示す。
